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6年に1度の介護と医療のダブル改正

2025年に備え医療と介護の⼀体改⾰

・長期入院を減らす
・かかりつけ医を持つ
・在宅看取りの選択肢を増やす 等



社会的背景 2025年問題

医療･ 介護･
連携

早急な対応



5倍

「社会保障費が急増！」

医療費：６４歳以下で１８万円/年
７５歳以上で９０．７万円/年

介護費：６５歳～７４歳まで5.5万円/年
７５歳以上５３．２万円/年



どんどん重くなる負担への対応

２０１５年

７５歳以上１人
に対して
１５～７４歳は 5.7人

７５歳以上１人
に対して
１５～７４歳は

７５歳以上１人
に対して
１５～７４歳は

２０２５年

3.9人 3.3人

２０４０年

平成27年11月6日開催厚生労働省セミナー「新しい総合事業の移行戦略」資料（加
工）



NIKKEI Healthcare 2017.12

地域医療構想では、多くの地域で急性期病床を減らし、回復期病床を増やす状況
各医療機関の存在意義と経営に直結している構想

※湘南西部でも高度急性期と急性期は100床多く、回復期は900床少ない(H29.7)



医療保険制度上の病院機能～機能分化進む
～

一般病棟
（急性期病棟）

（市民・共済・済
生会・東海大Ｈ
Ｐ）

地域包括ケア病棟

（済生会湘南平塚Ｈ
Ｐ）

回復期リハビリ病
棟

（済生会湘南平
塚・ふれあい平塚
HP）

療養型病棟

（十全・高根台
くらたHP）

特徴 救急救命
急性期治療
検査・診断
手術

軽度急患の治療

急性期治療後の在宅
復帰
リハビリ

脳血管疾患や運動
器疾患の発症から
の早期リハビリ

急性期治療終了、
慢性的に医療管
理を必要とする
患者の医療療養

入院期間 急性期治療が終え
たら退院

リハビリゴール、在
宅準備、施設決定次
第退院

リハビリゴール、
在宅準備、施設決
定次第退院

保険上入院が認め
られている期間だ
け

各病院の方針

在院日数しばり 平均14日以下 60日最大 90日～180日最大
運動器90日
脳血管疾患150日

特になし

看護体制 7：1 13：1 13：1 15:1

急性期 亜急性期・回復期
慢性期
急性期 亜急性期・回復期

慢性期



自
宅

療養型急性期

施
設

地域における療養者の流れ

自
宅

包括ケア・回復期
・平塚市⺠病院
・平塚共済病院
・済生会湘南平
塚病院・東海大
病院・東海大大

磯等

・済生会湘南平塚病院
・ふれあい平塚ホスピ
タル

・平塚十全病院
・高根台病院
・くらた病院

・特養１3カ所
・⽼健５カ所
・特定５か所
・地域密着特定２カ所
・地域密着特養２カ所
・ＧＨ17カ所

・在宅診療（30）
・訪問看護（21）
・訪問リハ（4）
・居宅介護（76）
・訪問介護（68）
・夜間対応訪問介護
（１）
・地域密着通所介護
（59）
・通所介護（34）
・認知症通所介護８3）
・訪問入浴（6）
・短期入所生活（16）
・短期⼊所療養（５）
・福祉用具（22）
・小規模多機能（9）
・看護小規模多機能
（2）



資料：月間ケアマネジメント

＝医療機関＝
１．入退院支援加算：入院から3日以内に退院支援を行う患者を抽出
２．(新）入院時支援加算：入院の予定が決まった患者に対し、退院困難にな

りそうな要素がないか視視入れながら看護計画を
てる

3日以内
（提供方法は問わず）



＝医療機関＝

「退院時共同指導料２」：参加者が医師・看護師以外にも薬剤師・管理栄養士・理学
療法士・社会福祉士も可能。
「保険医等３者以上共同指導加算」：医師が出席しなく手の算定可能

退院前カンファレンスの回数が増える可能性が高い

450単位

600単位

750単位

資料：月間ケアマネジメント



【提出方法確認済み病院：別紙参照】
市⺠病院・共済病院・済⽣会湘南平塚病院・伊勢原協同病院・東海⼤学医
学部付属病院・東海大学医学部付属大磯病院

家族・本人等から入院
の連絡をもらい情報提
供書を作成

情報提供書をできれば３日以内に
入院先に提出。
方法：FAX/郵送も可

入院時情報提供・退院時情報収集方法

入院時に担当ケアマネジャーの氏名等
を入院先に伝えることが義務化

介護支援専門員 入院病棟

退院予定の連絡を
本人・家族よりも
らう

病院に面談の日時を
予約する。

病院スタッフ及び本
人と面談。退院情報
を収集し記入



             入院時情報提供・ 退院時情報収集方法（ H30 年 3 月現在）    

     【 入院・ 退院の情報は本人・ 家族よ り 連絡をも ら う よ う 手配し て下さ い。】  

【 FAX・ 郵送は病棟に届けて頂けますが退院調整に関与する も のではあり ません。】 平成 30 年 3 月 6 日作成 

病院名 面 談 FAX・ 郵 送 電話 

平塚市民病院 

〒254-0065 

平塚市南原 1-19-1 

32-0015（代表） 

★第一優先 

・入院病棟に直接「入院時情報提供」

持参。 

・退院時は病棟に連絡して聞き取り。 

FAX 番号の問い合わせ：退院支援・医療相談室 

・FAX が届いたか確認して、原本は直接病棟に届ける。届けられない場合

は「退院支援・医療相談室」宛てに郵送。 

・病棟との調整が必要ならば「退院支援・医療相談室」に要相談。 

 

× 

平塚共済病院 

〒254-8502 

平塚市追分 9-11 

32-1950（代表） 

★第一優先 

・入院病棟に直接「入院時情報提供」

持参。 

・退院時は病棟に連絡して聞き取り。 

36-7899：病診連携室 

・FAX が届いたか確認して、原本は直接病棟に届ける。届けられない場合

は「病診連携室」宛てに郵送。 

・病棟との調整が必要ならば「病診連携室」に要相談。 

 

× 

済生会湘南平塚病院 

〒254-0036 

平塚市宮松町 18-1 

71-6161（代表） 

★第一優先 

・入院病棟に直接「入院時情報提供」

持参。 

・退院時は病棟に連絡して聞き取り。 

71-61８５：地域連携室 

・FAX が届いたか確認して、原本は直接病棟に届ける。届けられない場合

は「地域連携室」宛てに郵送。 

・病棟との調整が必要ならば「地域連携室」に要相談。 

 

× 

伊勢原協同病院 

〒25９-1187 

伊勢原市田中 345 

94-2111（代表） 

★第一優先 

・患者サポートセンターに「入院時

情報提供」持参。 

・退院時は患者サポートセンターに

連絡して聞き取り。 

94-3072：患者サポートセンター 

FAX が届いたか確認して、原本は「患者サポートセンター」に届ける。 

届けられない場合は「患者サポートセンター」宛てに郵送。 

・入院・退院に関することは全て「患者サポートセンター」に連絡する。 

 

× 

東海大学医学部付属病院 

〒259-1193 

伊勢原市下糟屋 143 

・93-1121（代表） 

◎93-8476 

（入退院センター） 

★第一優先 

・「入退院センター」に連絡し入退院

センターに「入院時情報提供」持参。 

・退院時は「入退院センター」に確

認の上、病棟に連絡。  

93-3490：入退院センター 

FAX が届いたか確認して、現本は「入退院センター」に届ける。 

届けられない場合は「入退院センター」宛てに郵送。 

・FAX も郵送も「入退院センター」が入り病棟と調整。 

・退院時は「入退院センター」に確認の上、病棟に連絡して聞き取り。 

 

 

× 

東海大学医学部付属 

大磯病院 

〒259-0198 

中郡大磯町月京 21-1 

72-3211（代表） 

★第一優先 

・入院病棟に直接「入院時情報提供」

持参。 

・退院時は病棟に連絡して聞き取り。 

72-5798：患者支援センター（医療福祉相談部門） 

FAX が届いたか確認して、現物は直接病棟に届ける。郵送の受付は現時点

ではしない。 

・病棟との調整が必要ならば「患者支援センター」に要相談 

 

× 

 




